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本講の内容

１．学術コミュニケーションの基礎知識
① 学術雑誌とはどのようなものか

② 論文とはどのようなものか

③ オープンアクセスとはどういうことか

２．機関リポジトリの基礎知識
① 機関リポジトリとは

② 機関リポジトリのシステム連携



１．学術コミュニケーションの基礎知識

①学術雑誌とはどのようなものか

②論文とはどのようなものか

③オープンアクセスとはどういうことか

「１．学術コミュニケーションの基礎知識」の内容は、杉田 茂樹, 「学術コミュニケーションの基礎知識」 , 2020
を基にしています。
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科学的発見／知見
それを生み出した
のが私だと世界

に認知してほしい

世に広まって
ほしい

その科学的真価
を認めてほしい

後世にも伝え
たい

“Smaismrmilmepoetalevmibunenugttaviras”

altissimum planetam tergeminum observari. 4

１．学術コミュニケーション ①学術雑誌とはどのようなものか



論文の先取
権の確立

査読による
質の保証

知見を世に
知らせる

知見を後世
に伝える

“学術雑誌の４機能”

ヘンリー・オルデンバーグ氏の書簡（1664～1665）より。同氏は、世界最古の学術雑誌と言われる
イギリス王立協会「フィロソフィカル・トランザクション」（1665～）創刊時の事務総長

それを生み出した
のが私だと世界

に認知してほしい

世に広まって
ほしい

その科学的真価
を認めてほしい

後世にも伝え
たい

5

１．学術コミュニケーション ①学術雑誌とはどのようなものか



一般的な出版物
•著者・作者は原稿料や印税などを受け取り、収入
とする

学術雑誌
•著者は対価を得ない

•研究論文執筆・公開の目的は金銭でなく、著作が広
く行き渡り、科学の発展に寄与すること

•収入は所属機関の給与など。学術的名声を得て、ポ
ストを獲得することが間接的に収入に寄与

むしろ著者がお金（例えば20万円とか）を
払うケースもある。

１．学術コミュニケーション ①学術雑誌とはどのようなものか
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１．学術コミュニケーション ①学術雑誌とはどのようなものか



Nawata S, Maki A, Hikihara T. (2018) 
Power packet transferability via symbol propagation matrix.
Proc. R. Soc. A 474: 20170552. http://dx.doi.org/10.1098/rspa.2017.0552

（参考）この論文の内容について興味のある方は以下をどうぞ

• 使い方の妙でパワエレ分野の低コスト化に効く技術が続々（日経XTECH）

• GaN/SiCの実用化が後押し電力パケットで電源をデジタル化
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/mag/ne/18/00007/00128/?P=6
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１．学術コミュニケーション ②論文とはどのようなものか
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１．学術コミュニケーション ②論文とはどのようなものか
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雑誌の名前

この論文を表す
記号「DOI」

掲載までの経緯
2017.8.21に投稿され、
査読を経て、2018.4.17

に受理が決定した

照会等の窓口と
なる著者

この論文の題名

この論文の著者
自然科学分野では複数名
の共著であることが多い

著者の所属
この例では1に所属する著

者が2名、2が1名

著者を表す記号
「ORCID」

この例は筆頭著者の縄田
信哉先生のもの

１．学術コミュニケーション ②論文とはどのようなものか
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引用する文献の提示

引用された文献

• 科学の発展＝先人の業績を踏まえ、新たな知見を積み足す
• 参考とした先行研究に対しては引用という形で礼を尽くす
• 多く引用された研究論文は、後続研究に大きな影響を与えたもの

と評価される

（参考）掲載した論文が多く引用されると、その雑誌自体の評価が上がる
（それを数値化したものとして「インパクトファクター」がある）

１．学術コミュニケーション ②論文とはどのようなものか

11



論文が学術雑誌に掲載されるまで

出版社
（publisher）

査読者
（referee）

編集者
（editor）

著者
（author）

1～3回程度

レイアウト調整、誤字・脱字校正
※英文校正レベルの改変がある場合もある

学術
雑誌

初稿 書き直し 書き直し 著者校正

原稿形式（テキスト＋図表） 雑誌掲載レイアウト

accept

著作権
譲渡契約

receive

publish
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１．学術コミュニケーション ③オープンアクセスとはどういうことか



学術情報の流通不全から
オープンアクセス思潮へ

学術雑誌

読者著者

売れない！

読めない！読んでもらえない！

• 世界の拡大、人口の増加、産業の発達、
科学の拡大、生まれる科学的知見の増大

• 論文数の増加、学術雑誌の増加
• 情報流通のコストは増えるが、それを支

えるべき大学の購買力には限度あり

図書館
買えない！

学術雑誌に論文発表したら、それを
自分でもウェブで公開することにしよう

無料で公開される学術雑誌に
論文発表することにしよう

１．学術コミュニケーション ③オープンアクセスとはどういうことか
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グリーンOA セルフ・アーカイブ

ゴールドOA 費用＝APC負担
(Article Processing Charge)

研究成果を公表
したい

ダイアモンドOA 購読費・APCなし

１．学術コミュニケーション ③オープンアクセスとはどういうことか
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ｐ

Nawata S, Maki A, Hikihara T. (2018) 
Power packet transferability via symbol propagation matrix.

これが正式版。しかし有料の
ため読めない人もいる

学術雑誌に発表する論文
を自分でもウェブで公開

学術雑誌に発表した論文
を自分でもウェブ公開

プレプリントサーバ
（誰でも読める）

機関リポジトリ
（誰でも読める）学術雑誌

１．学術コミュニケーション ③オープンアクセスとはどういうことか
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2．機関リポジトリの基礎知識

①機関リポジトリとは

②機関リポジトリのシステム連携
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＜当初＞

大学などの研究機関に所属する研究者が、

論文などをインターネット上に保存し発信する「セルフ・アーカイブ」を行うためのプラットフォームサービ

スとして開始＊1）

＜現在では＞

電子ジャーナル化された紀要や電子書籍の発行、電子化された稀少資料の公開など、

研究機関が各機関内に所有している学術情報を総合的に管理・発信するための基盤へと発展

＊1）Clifford A. Lynch, “Institutional Repositories: Essential Infrastructure for Scholarship in the Digital Age”, ARL 

Bimonthly Report, no. 226 (February 2003): 1-7.

https://www.cni.org/publications/cliffs-pubs/institutional-repositories-infrastructure-for-scholarship, (参照2023-

07-13）

邦訳：Clifford A. Lynch「機関リポジトリ：デジタル時代における学術研究に不可欠のインフラストラクチャ」『ARLリポート』 226．2003年2月号

https://www.nii.ac.jp/irp/archive/translation/arl/, (参照2023-07-13)

２．機関リポジトリの基礎知識 ①機関リポジトリとは
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機関リポジトリは、登録されたコンテンツのデータを様々なシステムへと受け渡すことで、

世界中の文献情報データベースとつながっています。

登録

機関リポジトリ
＝データプロバイダ

サービスプロバイダ

文献情報データベース

ハーベスト

プロトコル
「OAI-PMH」を
使って自動収集

２．機関リポジトリの基礎知識 ②機関リポジトリのシステム連携
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機関リポジトリ

サービスプロバイダ

IRDB

OAIster

国立国会図書館

検索エンジン

ナレッジベース

ERDB-JP

リゾルバ
ディスカバリーサービス

文献情報
データベース

（神話）NIIとのシステム連携が重要

（真実）世界中の情報検索サービス機関とのシステム連携が重要。NIIはOne of them

杉田 茂樹, 第11回月刊JPCOAR「オープンアクセス新任担当者向け相談会」実務事例紹介(1), 2022

２．機関リポジトリの基礎知識 ②機関リポジトリのシステム連携

19



これで本講は終わりです。
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